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4月4日 入学式

　コロナが多く発生している大阪市では短縮して開催される中、なぜ中止な

のか。

　式と言う名目で内容は説明や校長と担任の紹介だけでも、クラスごとで教

室でなりやってほしい。

　一生に一度の入学式、門の横で入学式と書かれた看板の横でだけでも写真

を撮らせてやりたい。

　入学式を中止するにあたっては、入学を心待ちにしていただいていたお子

様や保護者のみなさんに残念な思いをさせてしまっていることを申し訳なく

思っています。入学式は、お子様や保護者のみなさまにとって大切な行事で

あり、学校も教職員一同入学を心待ちにしておりました。しかし、マスコミ

等で緊急事態宣言の発出の必要性が述べられており、大勢の集まる集会や研

修会、行事等が相次いでいること、また小中学生から乳幼児に至るまで感染

が拡がり、重症者も出ていることから、「お子様の安全」を最優先に考え中

止という判断に至りました。

　非常に残念ながら、入学式の式典はございませんが、各小学校では、入学

のお祝いの看板を設置したり、お花で飾り付けをしたりするなどお子様や保

護者のみなさんの少しでも心に残る入学の日になるようにお祝いをさせてい

ただきたいと考えております。

　今後とも、ご理解・ご協力いただきますようお願いします。

学校教育課

4月13日 コロナ対策
　役場に行くと マスクをしていない職員さんが数名います。

　マスクをつけるようにしてください。

　本町においても新型コロナウイルス感染症予防の徹底のため、職員に対し

て「うがい・手洗いの徹底、３密（密閉空間・密集場所・密接場面）を避け

る、可能な限り人と接触する場合のマスク着用」通知を行い、予防の徹底に

取り組んでいるところです。

　また、住民対応が多い本館・北館１階及びふれあいセンター窓口において

は、窓口用飛沫対策アクリル仕切板を設置し、飛沫防止に取り組んでおりま

す。

　なお、今後も引き続き、職員としての自覚を持って予防徹底に取り組むよ

う周知徹底を行っていきます。

人事課

4月20日
アベノマス
クについて

　世間でも話題になってるアベノマスク、このマスクは小さいだの洗っても

縮むなど明らかにサイズが合わないと思う方が多くいらっしゃるかと思いお

そらく開封せず使用しない方が町内でも多いいるかと思います。どうせ国か

ら配布されたアベノマスク！無駄にせず学校給食等で使用に使うなど、医療

関係先等、必要とされる場所に町から寄贈するなど使い道は多々あるかと思

います。

　先程、大阪府も余ってるカッパがあればご寄贈下さいと呼びかけたみたい

に熊取町としてもそういった形でアベノマスクポストなどを作り、町民が寄

贈したいと思う方から提供を受けるのもいいかと思います。

　政府が新型コロナウイルス感染症対策として国内全世帯に配布する布マス

クの有効活用についてご提案をいただきありがとうございます。

　この布マスクは、全国的に店頭でのマスク品薄が続く現状を踏まえて配布

されるものですので、サイズが合わない等の理由がありましても、ご家庭に

十分な量のマスクがない場合は、せき・くしゃみなどの飛散や手指が口・鼻

に触れることを防ぎ、感染拡大を少しでも抑えるために、お役立ていただき

たいと考えます。

　一方、ご家庭に十分な量のマスクがあり今般の布マスクが不要である場合

には、ご提案のとおり、無駄にせず、必要としている方々の手元にお届けす

ることが感染拡大防止に有効であると考えます。

　しかしながら、現時点ではマスク品薄状況の解消時期の予測ができないこ

とから、今はマスクの在庫があるご家庭でもいずれ今般の布マスクが必要と

なる可能性もありますので、店頭でのマスクの供給が需要を満たせる状況と

なるまでの間は、町として積極的に布マスクのご寄贈を依頼することは予定

しておりません。

　もちろん、自主的に布マスクをご寄贈いただいた場合には有効活用させて

いただきたいと考えます。また、身近でマスクを必要とされている方に譲る

ことも検討していただけますと幸いです。

　以上、ご理解くださいますようよろしくお願いいたします。

危機管理課



4月20日
七山病院の
コロナ感染
について

熊取町ホームページに掲載するべきだと思います。
お亡くなりになられた女性の感染経路について、大阪府のように、きちんと
調査して発表する方が市民の安全を守る方法だと思います。
70代女性は、家族無しの、はずですが　どこからコロナ感染したのか、疑問
に感じている人が多いです。

　ご提案いただきました新型コロナウイルス感染症は、「感染症の予
防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に基づく指定感染症
であり、また「新型インフルエンザ等対策特別措置法」により国・都
道府県・市町村の役割が分担されています。
　感染者の方への対応、事業者等への調査を含めた感染拡大防止対策
については、大阪府が行う業務となっており、七山病院へはすでに大
阪府泉佐野保健所の指導のもと、対策が取られている状況です。
なお、七山病院の状況につきましては、本町ホームページからも七
山病院のホームページにリンクを貼っておりますのでご確認ください。
 町の役割としましては、引き続き「手洗い」、「咳エチケット」、「３
密を避ける」や「不要不急の外出を控える」など、住民のみなさまへ
の感染防止の周知・啓発に努めてまいりますので、ご理解、ご協力の
程よろしくお願いいたします。

健康・いきいき
高齢課

4月27日
10万円の受
け取りにつ

いて

　用紙に「受け取らない」以外に「自治体に寄付」の項目を併記し、熊取町

の口座番号が印刷されていれば手続きも簡略化でき、本当に困っている人々

にも届きやすいと思います。

　この件は町長から知事へも提案していただいたらと思います。

　今回の特別定額給付金については、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計へ
の支援をおこなうため、国の制度に則って実施していることから、申請書に
おいて「自治体に寄附」の項目を設けることはできません。
寄附に関しては、本町では、「くまとりふるさと応援寄附」という名称で、
みなさんから寄附を募集させていただいています。熊取町を応援したいとい
う方ならどなたでも結構です。是非、ご協力いただきますようお願いいたし
ます。

特別定額給付金
対策チーム（総

務課内）

4月21日

病院・介護
施設・養老
施設などの
コロナ対策

は？

　対策と言うよりは実質的に運用されているのかに？が付きそうな体験談で

す。
　先日、町の●●●●にある施療の為に訪問しました。
　そこで見た光景は●●●●・フロアの●●●●でマスク無し・有りの方数
人が通常感覚で談義中！

　家族が仲睦まじく密着会話！
　施療用貸出ウエアが袋入りでなく使い回された様子のままで手渡れた。

　施療終了後直ぐに、施療装置を消毒しないままで、次の方に使われてい
た。何か気になります。
　これからは表題のような”内意識””仲間意識””日常的に集まっている

感”のある施設や場所での気の緩みがハイリスクになりそうに感じました。
町内放送でも通り一遍の紋切り型の内容だけでなく具体的にスーパー混雑問
題、公園賑やか問題、若者やお年寄りのツルミ＆おしゃべり癖問題などを取
り上げてほしいと思います。

　民主的故に緩い行動規制は終息期を遅らせる恐れがあります。
　一部医療機関の力で持ちこたえていますが、見えない感染はだらだら続
き、気が緩んだ時期に急増するとも割れますので、ハイリスクな施設への監
督・勧告・指示の見直しと強化を進めてください。

　ご提案いただきました病院・介護施設・養老施設などのコロナ対策につき

ましては、国、大阪府からの要請および、各医療、介護等の施設における新

型コロナウイルス感染症対策にかかる情報提供のもと、必要な情報について

は、随時、啓発、情報発信に努めております。

　今後も、ご指摘について参考にさせていただき、各施設と情報の共有

（化）のうえ、更なる徹底を図るべく、国の新型コロナウイルス感染症対策

本部で示された「人との接触を８割減らす１０のポイント」にありますスー

パーへの買い物や今後の連休の過ごし方に係る注意喚起等を参考に、熊取町

においても、さらなる「三密対策」を図るため、ホームページや町内放送等

において啓発していきたいと考えておりますので、ご理解、ご協力の程よろ

しくお願いいたします。

健康・いきいき
高齢課



学校給食無償化につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止に向
け「緊急事態宣言」が発令され、住民の皆様の生活にも大きな影響が出てい
る中で、５月１１日以降の適切な時期での学校再開に向けて、「熊取町版緊
急生活・経済支援」の一環として位置づけ実施するものでございます。
次に、今回の学校給食無償化の内容でございますが、学校給食につきまして
は、その実施の有無や実施形態がそれぞれの学校によって異なること、ま
た、町立小中学校は、すべての子どもたちを対象とした義務教育の受け皿と
しての機能があることから、今回、町立小中学校の児童生徒の給食費を無償
化し、その保護者の皆様に対する支援を行うこととしたところでございま
す。

学校教育課

　　今回の経済対策は、収入の大幅な減少など各家庭の経済的な打撃を考慮し、少しで
も皆様の安心につながるよう、特に子育て世代の経済的負担の軽減を図るために、町独
自の取組みとして行うものです。
　保育所に関しましては、ご指摘のとおり、国等の方針に基づき、感染症防止のため家庭
保育の要請を行い、結果、登園自粛によって副食費が不用になった家庭も多くございま
す。しかし、宣言によって休業要請など社会経済活動が大幅に制限を受け、それが保護
者の収入に大きな影響を与えており、宣言解除後もその影響は一定残り続けるものと考
えられます。
　保育所は保護者の就労等により家庭保育ができない場合に子どもの保育を行う施設で
ございますので、収入の減少はその家庭の保育方法（副食費等の保育に係る費用負担）
にも影響を与えます。今回の経済対策は、そのような家庭への支援として行うものですの
で、何とぞご理解いただければと存じます。
　また、保育所に通わせていない子育て世帯への支援にならないのでは、とのご指摘で
すが、今回の経済対策の目的が前述のとおりとなっていることから、ご指摘のご家庭につ
きましては、国における児童手当の上乗せや特別定額給付金の支給によりまして、一定
手当されるものと考えておりますので、併せてご理解をお願いいたします。
　　なお、町では、このほか、３歳児から中学３年生への抗ウィルス加工素材の布マスク
の配布や水道基本料金の半額などの支援策も展開しておりますので重ねてご理解いた
だきますよう、よろしくお願いいたします。

保育課

4月27日 経済支援

　熊取町の経済対策について、お聞かせください。
　経済支援の中に、給食費の無償化や保育所などの副食費無償化があります
が、現在学校は休校、保育所は家庭での保育を推奨されています。
　そのような状況の中で、給食などの無償化支援を今、このタイミングで行
う必要はあるのでしょうか？逆に保育所に登園させるメッセージにならない
のですか。
　２点目として、私立の学校や保育所に通わせていない子育て世帯へ
の支援にはならないと思いますが、そのような子育て世帯への支援が必要な
いと判断された理由をお聞かせいた
だきたいと思います。ホームページや広報紙でお知らせ頂ければと思いま
す。
　今、住民が何に困っているか、何を求めているのか、どうすれば、感染症
の拡大を予防できるのか、優秀な町長さんですから、住民の気持ちを敏感に
感じていただき、的確な支援を行っていただきたいと思います。

4月27日

町民グラウ
ンド（図書
館付近）で

の様子

　4/25 15時過ぎの様子大声で叫びながら結構大勢でサッカーをしていた。単
なる離れた位置でのキャッチボールでないので集合離散が繰り返し　お互い
に飛沫を飛ばしあってるようだった。青のアンダーシャツを着た野球クラブ
のメンバーだった。結構見ていて怖かった。グランドの閉鎖も？

　今回の新型コロナウイルス感染拡大防止のための公園等での対応につきまして
は、ポスター・看板設置等による感染防止の注意喚起等を図りながらも、可能な限り
開園することを前提に段階的な対応をしてきたものでございます。

　中央公園につきましては、普段から子ども達のキャッチボールやサッカー、散歩な
ど、様々な用途にご利用いただいている公園でございますが、当該公園につきまして
も、集団での利用の自粛要請を含め、注意喚起を行うなどしながら開園しておりまし
たが、利用者数（特に集団での利用）が多くなり、スケートボード広場同様、クラスター
等が危惧される状態となることが想定されたため、5月2日から5月15日までの間、閉
園しておりましたが、現在は、注意喚起等を行ったうえで、職員及び地元自治会にも
ご協力いただき、巡回を行うなどしながら開園しているものでございます。

　今後も、3密などの状況に注意し、状況よっては段階的に閉鎖すること等を視野に
入れながらも、可能な限り開園し、ご利用いただきたいと考えておりますので、ご理解
賜りますようよろしくお願いいたします。

水とみどり課



4月30日
カラスの被

害

　ゴミ捨て場でカラスがゴミをあさる被害が以前から出ていて、酷く荒らさ
れることもあります。
　ゴミ袋の山にネットを被せて重石をしてもネットに穴を開けたり、頭を
突っ込んで袋の中身を撒き散らしていきます。後の掃除が大変で、当番の人
によっては荒らされたのを放置していたりネットをかけてくれない人もい
て、ゴミ捨て場付近の家の方から苦情を言われたこともあります。
どうしたらいいのか分からないです。
以前に自治会に言っても、カラスや野良猫はしょうがないからと何もしてく
れませんでした。

ごみを出す工夫として、あまり早い時間帯に出さない、生ごみをなるべくごみ袋の中
央部に見えないよう新聞紙などにくるんで入れる、などがあげられます。
また、他の地域では、ネットをきちんと掛けるなどの注意点についての回覧や、ごみ
収集場所に注意書きを貼り付けるなどをすることによって一定の効果があったと聞い
ています。
ごみ収集場所の管理は、地域の連携が必要不可欠となりますので、再度、自治会
や班などにご相談いただき、地域の皆さまで協力して管理をお願いいたします。

　その他ご不明な点がございましたら、環境課までお問い合わせください。

環境課

4月30日
公園等での
使用自粛に

関して

　最近になって熊取町の公園が自粛等の関係上閉鎖等の処置をとられてます
が、こう言う時期だからわからなくもないですが…
こう言う対処に当たる前に長く子供達の休校が続いてるのだからまずもっと
他に対処する事があるのじゃないでしょうか？
　熊取町としてもなぜ今になって公園を閉鎖するような対処にとられたか？
遅くないですか？
このままでは子供達も学校が始まれば始まったで色んな問題が出て来ますよ
…
　熊取町では今まで見てる限り密になるような数で子供達が遊んでる姿も少
ないかと思います！
　今の時期になって公園を閉鎖等の処置をとるのはおかしいかと思います！
　何にしても制限をかけると言う事は子供達にとってもストレスとなり余計
に抵抗力になりどう考えても子供達の為にはならないかと…
私は公園使用制限をこの町内でかけるのはおかしいかと思います…今になっ
て

　今回の新型コロナウイルス感染拡大防止のための公園等での対応につきましては、ポス
ター・看板設置等による感染防止の注意喚起等を図りながらも、可能な限り開園することを前提
に段階的な対応をしてきたものでございます。

   まず、永楽ゆめの森公園につきましては、4月以降、平日の利用者も含め、利用者数が多い状
態が続くようになり、注意喚起等を行いながら開園していましたが、一部の遊具使用（”ふわふ
わドーム”）に関しては、注意喚起等を行っても、利用する子ども達の密接、密集、密着のいわゆ
る３密な状態を避けることが困難な状態となることが想定されたため、4月10日以降使用禁止と
いたしました。その後、ゴールデンウィーク中も含め、更なる利用者増が予想されたため、5月2
日より5月15日までの間、すべての遊具の使用禁止に踏み切りましたが、大阪府の休業要請等
の段階的解除等を受け、5月16日には”ふわふわドーム”以外の遊具の使用を再開（子ども・保
護者用注意喚起ポスター設置、職員の園内巡回・園内放送等の注意喚起含む）、現在は、土・
日・祝日のみ、”ふわふわどーむ”の使用禁止措置を行いながら、開園しているものでございま
す。

    次に、スケートボード広場につきましては、他市における同内容の公園が閉園されたことも受
け、ゴールデンウィーク前には、利用者数が多数となるなど、3密によるクラスター等が危惧され
る状態になることが想定されたため、5月2日より5月25日までの間、閉園いたしましたが、現在
は他市と同様に開園しております。

    最後に中央公園につきましては、普段から子ども達のキャッチボールやサッカー、散歩など、
様々な用途にご利用いただいている公園でございますが、当該公園につきましても、集団での
利用の自粛要請を含め、注意喚起を行うなどしながら開園しておりましたが、利用者数（特に集
団での利用）が多くなり、スケートボード広場同様、クラスター等が危惧される状態となることが
想定されたため、5月2日から5月15日までの間、閉園しておりましたが、現在は、注意喚起等を
行ったうえで、職員及び地元自治会にもご協力いただき、巡回を行うなどしながら開園している
ものでございます。

   そのほかの公園は、注意喚起を図りながら、従来から開園を継続しております。
   今後も、3密などの状況に注意し、状況よっては段階的に閉鎖すること等を視野に入れながら
も、可能な限り開園し、ご利用いただきたいと考えておりますので、ご理解賜りますようよろしくお
願いいたします。

水とみどり課


